
手
近
と
な
っ
た
映
像
制
作

写
真
や
映
像
な
ど
視
覚
メ
デ
ィ
ア
は
、
科
学
者

自
身
に
と
っ
て
の
研
究
素
材
で
あ
り
、
か
つ
、
論

文
と
同
様
に
研
究
成
果
を
公
表
し
、
研
究
活
動
を

国
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
に
有
効
な
媒
体
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
情
報
量
の
多
い
映
像
に
は
、
そ
の

撮
影
者
や
制
作
者
が
気
づ
か
な
か
っ
た
情
報
も
記

録
さ
れ
て
い
る
点
で
、
他
分
野
に
と
っ
て
の
研
究

資
料
、
科
学
研
究
活
動
を
後
世
に
残
す
記
録
資

料
と
し
て
の
役
割
も
も
つ
。

こ
れ
ま
で
、
映
像
の
制
作
は
、
撮
影
や
編
集
の

技
術
を
も
つ
専
門
家
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
近
年
、
フ
ィ
ル
ム
に
代
わ
る
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
出
現
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

に
と
も
な
い
、
撮
影
機
器
や
編
集
機
器
の
小
型
化

と
低
廉
化
が
進
み
、
す
べ
て
の
分
野
の
研
究
者
が

自
ら
科
学
映
像
を
制
作
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
若
い
研
究
者
が
自
在
に
映
像
を
制

作
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
映
像
制
作
の

心
得
が
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
院
生
数
人
と
と
も

に
、
映
像
の
技
術
や
表
現
理
論
の
講
義
と
実
習
を

組
み
合
わ
せ
た
大
学
院
生
向
け
の
コ
ー
ス
を
自
主

的
に
二
〇
〇
一
年
夏
に
立
ち
上
げ
た
。

信
州
の
高
原
で

長
野
県
の
飯い

い
づ
な綱
高
原
を
実
施
場
所
に
選
び
、
二

年
間
に
わ
た
り
地
元
の
伝
統
芸
能
や
モ
ノ
作
り
技

法
な
ど
を
撮
影
し
て
映
像
表
現
の
研
究
を
進
め
た
。

そ
の
な
か
で
、
研
究
者
仲
間
だ
け
で
な
く
、
科
学

研
究
を
社
会
に
知
っ
て
も
ら
う
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
論
じ
ら
れ
、
地

元
住
民
に
も
制
作
し
た
映
像
を
公
表
し
、
と
も
に

議
論
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

映
像
を
視
聴
分
析
す
る
能
力
で
あ
る
映
像
リ
テ
ラ

シ
ー
は
、
人
文
社
会
科
学
、
自
然
科
学
と
も
に
必

要
で
あ
り
、
両
分
野
の
人
材
を
同
じ
場
で
養
成
す

る
こ
と
は
、
文
理
融
合
の
観
点
か
ら
も
望
ま
し
い

と
議
論
が
進
ん
だ
。
こ
れ
は
総
研
大
の
理
念
に
も

か
な
う
こ
と
か
ら
、
総
研
大
の
教
育
研
究
事
業

「
総
研
大
レ
ク
チ
ャ
ー
」
と
し
て
開
設
を
申
請
し

た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
、
人
文
社

会
科
学
と
自
然
科
学
、
両
分
野
の
若
手
研
究
者
を

対
象
に
五
日
間
の
コ
ー
ス
「
科
学
映
像
の
制
作
理

論
と
制
作
」
が
開
設
さ
れ
た
。

人
を
描
く

初
め
の
数
年
間
は
、
飯
綱
高
原
周
辺
で
、
そ
ば

打
ち
、
カ
ゴ
作
り
、
陶
器
作
り
、
炭
焼
き
、
な
ど

の
手
仕
事
に
携
わ
る
人
び
と
を
対
象
に
、
三
人
か

ら
四
人
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
各
自
の
撮
影
視
点

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
と
技
術
を
描
く
五
分
程
度

の
作
品
を
制
作
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
仕
事
や
技

術
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
に
な
う
人
の
仕
事
観
や

人
生
を
も
描
く
民
族
誌
映
画
の
手
法
は
、
仕
事
の

背
景
と
な
る
社
会
状
況
を
表
現
す
る
う
え
で
重
要

で
あ
り
、
し
ば
し
ば
市
民
か
ら
遠
い
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
と
な
り
が
ち
な
巨
大
科
学
を
よ
り
身
近

な
も
の
と
と
ら
え
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
自
然
科

学
研
究
を
に
な
う
人
を
描
く
手
法
は
役
立
つ
の
で

は
な
い
か
、
と
議
論
が
進
み
、
自
然
科
学
研
究
者

も
撮
影
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
は
、
モ
ノ
作
り
や

教
育
・
福
祉
関
係
の
現
場
に
加
え
て
、
野の

べ辺
山や

ま

天

文
台
、
筑
波
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
、

長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
、
飯
綱
高
原
環
境
保

全
研
究
所
、
戸と

が
く
し隠
化
石
博
物
館
な
ど
自
然
科
学

関
係
施
設
を
訪
問
し
、
研
究
者
の
協
力
を
え
な
が

ら
活
動
と
生
活
の
様
子
を
対
象
に
映
像
を
制
作
し

て
き
た
。

異
な
る
眼
差
し

こ
う
し
た
七
年
以
上
に
わ
た
る
総
研
大
レ
ク

チ
ャ
ー
に
は
、
延
べ
一
五
〇
人
以
上
の
大
学
院
生
、

大
学
教
員
、
関
係
研
究
者
、
一
般
の
映
像
制
作
者

が
参
加
し
た
。
そ
の
多
く
が
、
映
像
技
術
の
向
上

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
映
像
記
録
に
対
す
る
考
え

方
に
さ
ま
ざ
ま
な
新
展
開
を
見
せ
た
。

ま
ず
、
映
像
は
制
作
者
の
た
め
だ
け
に
あ
る
の

で
は
な
い
、
と
い
う
基
本
原
理
で
あ
る
。
こ
れ
を

充
分
理
解
し
て
い
な
い
と
、
自
我
流
の
撮
影
・
編

集
手
法
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
独
り
よ
が
り
な
作
品

と
な
る
こ
と
が
多
い
の
だ
。
こ
れ
が
理
解
で
き
る

と
、
撮
影
時
の
カ
メ
ラ
目
線
、
撮
ら
れ
る
側
の
文

化
背
景
や
社
会
背
景
な
ど
に
も
配
慮
す
る
カ
メ
ラ

ワ
ー
ク
、
そ
し
て
制
作
さ
れ
た
映
像
を
見
る
視
聴

者
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う

し
て
初
め
て
、
撮
影
者
で
あ
る
研
究
者
は
、
撮
影

す
る
自
分
の
文
化
背
景
と
撮
る
対
象
に
関
す
る
問

題
を
提
起
し
、
試
行
錯
誤
の
な
か
で
テ
ー
マ
を
設

定
で
き
る
。

こ
の
基
本
原
理
を
体
得
す
る
う
え
で
、
合
宿
形

式
で
議
論
し
な
が
ら
撮
影
か
ら
編
集
ま
で
を
一
貫

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
同
一
の
撮
影
対

象
者
に
対
し
て
複
数
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
制
作

科学映像をめぐるフォーラム
総研大レクチャー「科学映像の制作理論と制作」

本年２月号の特集でも紹介したように、民博も一翼をになう総研大は、自然科学系の専攻科
も数多く所属し、自然科学と人文社会科学の融合を目指している。研究手段としてだけでな
く研究広報の手段としての科学映像の重要性が高まっているのを踏まえ、７年にわたり総研
大で映像制作の講義を実施してきた。そのなかで、科学研究へのあらたな展望が見えてきた。
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し
た
映
像
を
見
て
議
論
す
る
こ
と
で
、
同
一
人
物
を

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
と
ら
え
た
場
合
の
画
面
構

成
や
内
容
の
違
い
、
す
な
わ
ち
、
撮
影
者
の
眼
差

し
の
違
い
を
学
ぶ
。
さ
ら
に
、
被
撮
影
者
を
交
え

た
作
品
上
映
会
で
は
、
映
像
の
技
術
面
、
画
面
構

成
、
解
説
な
ど
に
関
す
る
議
論
を
通
じ
て
、
制
作

者
の
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
こ
と
さ
ら
意
図
せ
ず

と
も
自
然
と
伝
達
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
映

像
の
も
つ
限
り
な
い
力
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

合
宿
の
の
ち
毎
年
秋
に
実
施
し
て
き
た
完
成
作

品
の
上
映
会
は
、
専
門
分
野
を
超
え
、
ま
た
と
き

に
留
学
生
も
交
え
る
な
か
で
文
化
を
超
え
た
議
論

の
場
と
し
て
重
要
視
し
て
き
た
。
特
に
異
文
化
か

ら
の
視
点
は
、
日
本
文
化
の
な
か
で
常
識
と
さ
れ
て

き
た
見
方
に
反
省
を
迫
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
科
学
映
像
の
制
作
理
論
と
制

作
」
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
撮
る
側
、
撮
ら
れ
る
側
、

観
る
側
の
三
者
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
の
違

い
を
互
い
に
気
付
き
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
議
論
す

る
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
成
長
を
続
け
て
き
た
。

現
地
合
宿
形
式
に
よ
る
総
研
大
レ
ク
チ
ャ
ー
は
二

〇
〇
九
年
度
で
い
っ
た
ん
終
了
し
た
が
、
今
後
も

あ
ら
た
な
形
で
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

レ
ク
チ
ャ
ー
で
制
作
し
た
い
く
つ
か
の
作
品
は
、

折
に
触
れ
て
民
博
で
も
一
般
公
開
さ
れ
て
き
た
し
、

来
春
に
は
、
立
命
館
大
学
創
立
一
一
〇
周
年
記
念

事
業
・
映
像
学
部
主
催
「
科
学
映
像
祭
」
で
も
上

映
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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